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ヤ
マ
ト
徽
章
�株
（
東
京
都

文
京
区
、
出
井
久
之
社
長
）

は
、
４
月
９
、
１０
日
の
２
日

間
、
同
社
Ｍ
Ｄ
ビ
ル
３
階
で

「
２
０
１
５
年
サ
ン
レ
オ
展

示
商
談
会
」
を
開
催
し
た
。

ま
ず
付
加
価
値
を
増
や
せ

る
既
成
製
品
と
し
て
、
同
社

に
は
こ
れ
ま
で
野
球
、
ゴ
ル

フ
な
ど
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
の

ほ
か
、
ソ
ロ
バ
ン
、
ヨ
ー
ヨ

ー
、
麻
雀
な
ど
１
２
７
種
目

の
メ
ダ
ル
を
用
意
し
て
い
た

が
、
こ
れ
に
６
種
類
追
加
し

て
１
３
３
種
目
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
業
界
で
も
一
番
多

い
。さ

ら
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
で
生
み
出
す
特
注
品
と
し

て
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
プ
リ
ン

ト
、２
Ｄ
レ
ー
ザ
ー
加
工（
２

Ｄ
フ
ォ
ト
加
工
）
、
サ
ン
ド

ブ
ラ
ス
ト
加
工
の
３
パ
タ
ー

ン
を
用
意
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
加
工
法
で
５２
種
類
の
素

材
に
加
工
を
施
す
こ
と
が
で

き
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
商
品

を
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
を
活
用

し
、
小
売
店
に
も
デ
ー
タ
ー

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
準
備

を
進
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
見
積
も
り
に
要
す

る
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
同
商
談
会
に
は
、
女

性
目
線
で
開
発
さ
れ
た
企
画

コ
ー
ナ
ー
も
展
示
さ
れ
、
女

性
な
ら
で
は
の
実
用
性
の
あ

る
商
品
が
並
ん
で
い
た
。

１２７種目に６種類を追加されたメダル

観
光
庁
は
、
さ
き
ご
ろ
訪
日

外
国
人
の
消
費
動
向
（
訪
日
外

国
人
消
費
動
向
調
査
結
果
及
び

分
析
）
平
成
２６
年
年
次
報
告
書

ま
と
め
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ツ
ア
ー
参
加
費
に
含
ま
れ
る
国

内
収
入
分
を
加
え
て
、
平
成
２５

年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額

を
推
計
す
る
と
、
総
額
で
２
兆

２
７
８
億
円
と
な
っ
た
。
前
年

（
平
成
２５
年
）
の
１
兆
４
１
６

７
億
円
に
比
べ
４３
・
１
％
増
加

し
て
い
る
。

訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
を

費
目
別
に
み
る
と
、
宿
泊
料
金

が
３０
・
１
％
、
買
物
代
が
３５
・

２
％
、
飲
食
費
が
２１
・
３
％
を

占
め
て
い
る
。

ま
た
一
人
当
た
り
の
旅
行
支

出
額
１５
万
１
１
７
４
円
で
あ
っ

た
。
前
年
の
１３
万
６
６
９
３
円

に
比
べ
１０
・
６
％
増
加
し
た
。

主
な
国
籍
・
地
域
別
で
は
、
韓

国
７
万
５
８
５
２
円
、
台
湾
１２

万
５
２
４
８
円
、
香
港
１４
万
７

９
５
８
円
、
中
国
２３
万
１
７
５

３
円
、米
国
１６
万
５
３
８
１
円
。

東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
タ
イ
１４
万

６
０
２
９
円
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

１５
万
５
７
９
２
円
、
マ
レ
ー
シ

ア
１４
万
５
４
６
６
円
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。

国
籍
・
地
域
別
で
は
、
�１
中

国
�２
台
湾
�３
韓
国
�４
米
国
�５
香

港
の
順
で
旅
行
消
費
額
が
多

い
。
上
位
５
カ
国
・
地
域
で
、

訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
全
体

の
６９
・
３
％
を
占
め
た
。
前
年

と
比
べ
る
と
、
中
国
の
旅
行
消

費
額
は
約
２
倍
で
、
増
加
率
は

非
常
に
高
い
。

東
南
ア
ジ
ア
３
カ
国（
タ
イ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
）

の
旅
行
消
費
額
は
１
６
７
８
億

円
（
全
体
の
８
・
３
％
）
で
あ

り
、
前
年
に
比
べ
４６
・
９
％
増

加
し
て
い
る
。

今
回
の
日
本
訪
問
全
体
で
の

満
足
度
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
平

成
２６
年
は
「
大
変
満
足
」
が
４９

・
５
％
を
占
め
た
。
「
満
足
」

以
上
が
９
割
超
を
占
め
て
お

り
、
平
成
２２
年
以
降
、
年
々
増

加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
主
な
国

籍
・
地
域
別
に
み
る
と
、
韓
国

や
台
湾
、
香
港
、
中
国
、
米
国

で
「
大
変
満
足
」
の
割
合
が
前

年
に
比
べ
増
加
し
て
い
る
。

「
ま
た
日
本
に
来
た
い
と
思

い
ま
す
か
。
」
と
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
平
成
２６
年
は
「
必
ず
来
た

い
」
の
割
合
が
５７
・
６
％
と
な

っ
た
。
「
来
た
い
」
を
含
め
る

と
、
日
本
へ
の
再
訪
希
望
者
は

９
割
超
を
占
め
て
い
る
。

費
目
別
旅
行
消
費
額
を
国
籍

・
地
域
別
に
み
る
と
、
「
宿
泊

料
金
」
と
「
飲
食
費
」
「
交
通

費
」
は
台
湾
と
中
国
で
高
い
。

ま
た
台
湾
は
「
娯
楽
サ
ー
ビ
ス

費
」
、
中
国
は
「
買
物
代
」
も

高
い
。
特
に
中
国
の「
買
物
代
」

は
３
０
７
０
億
円
と
他
の
国
籍

・
地
域
に
比
べ
突
出
し
て
高
い
。

構
成
比
で
み
る
と
、
欧
米
や
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
「
宿
泊
料

金
」が
４
割
超
、
中
国
で
は「
買

物
代
」
が
５
割
超
と
高
い
割
合

を
占
め
る
。

購
入
率
（
そ
の
費
目
を
購
入

し
た
人
の
割
合
）
が

も
高
い

費
目
は
「
菓
子
類
」
で
６３
・
６

％
が
購
入
し
て
い
る
。
次
い
で

「
そ
の
他
食
料
品
・
飲
料
・
酒

・
た
ば
こ
」
の
購
入
率
が
５１
・

７
％
と
高
い
。
国
籍
・
地
域
別

で
は
、
「
カ
メ
ラ
・
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
・
時
計
」や「
電
気
製
品
」、

「
化
粧
品
・
香
水
」
で
中
国
の

購
入
率
が
高
い

費
目
別
の
購
入
者
単
価
（
そ

の
費
目
を
購
入
し
た
人
に
お
け

る
当
該
費
目
の
１
人
当
た
り
平

均
支
出
）
は
、
「
カ
メ
ラ
・
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
・
時
計
」
が
６
・

６
万
円
と

も
高
い
。
特
に
中

国
で
は
８
・
９
万
円
と
、
他
の

国
籍
・
地
域
に
比
べ
て
高
い
。

買
物
場
所
は
「
ス
ー
パ
ー
・

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」（
６４

・
６
％
）、「
空
港
の
免
税
店
」

（
５５
・
７
％
）、「
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
」
（
５２
・
８
％
）

の
順
と
な
っ
て
い
る

今
回
の
日
本
滞
在
中
に
消
費

税
免
税
手
続
き
を
実
施
し
た
人

の
割
合
は
全
体
の
２０
・
６
％
だ

っ
た
。

にぎわっていた会場

５２種類の素材に加工

女性スタッフが開発した商品

時
計
工
藝
新
聞
の

購
読
と
広
告
掲
載

の
お
申
し
込
み
は

�
０
３
�
３
８
３
４
�
４
８
８
６

ドラえもんやウルトラマンものも ３パターンの加工法も展示

日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会

（
丸
山
朝
会
長
、
Ｊ
Ｊ
Ａ
）

は
、
こ
の
ほ
ど
「
２
０
１
４

年
ジ
ュ
エ
リ
ー
小
売
市
場
調

査
」
を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
１４
年
の

ジ
ュ
エ
リ
ー
小
売
市
場
規
模

は
、
前
年
比
１
・
１
％
増
の

９
７
２
６
億
円
と
推
計
（
�株

矢
野
経
済
研
究
所
）さ
れ
た
。

し
か
し
、
数
量
は
、
１
・
４

％
の
微
減
だ
っ
た
。

金
額
に
よ
る
製
品
別
構
成

は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ジ
ュ
エ
リ

ー
が
約
半
数
を
占
め
、
色
石

ジ
ュ
エ
リ
ー
が
約
２０
％
、
真

珠
ジ
ュ
エ
リ

ー

が

約

１４

％
、
地
金
ジ

ュ
エ
リ
ー
約

１６
％
。

製
品
別
に

見
た
前
年
比

で
は
、
地
金

ジ
ュ
エ
リ
ー

が
材
料
高
も

あ
り
金
額
で

５
・
４
％
増
。

次
い
で
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ジ

ュ
エ
リ
ー
が

２
・
７
％
増
、

色
石
ジ
ュ
エ

リ
ー
が
０
・

４
％
増
の
順
で
、
真
珠
ジ
ュ

エ
リ
ー
の
み
７
・
２
％
と
縮

小
と
な
っ
た
。

市
場
規
模
全
体
が
１
・
１

％
の
微
増
に
と
ど
ま
っ
た
の

は
、
こ
の
真
珠
の
７
・
２
％

減
の
影
響
が
大
き
い
。
数
量

は
ど
の
製
品
も
減
少
だ
っ

た
。販

売
チ
ャ
ン
ネ
ル
別
の
金

額
で
は
百
貨
店
１７
・
８
％
、

専
門
店
５８
・
２
％
（
チ
ェ
ー

ン
店
４０
店
５
％
、
単
独
店
１７

・
７
％
）
、
量
販
店
６
・
１

％
、
異
業
種
１７
・
９
％
だ
っ

た
。１３

年
は
百
貨
店
、量
販
店
、

通
販
が
金
額
で
前
の
た
が
、

１４
年
は
百
貨
店
５
・
０
増
％
、

量
販
店
３
・
２
％
増
、
通
販

３
・
４
％
増
と
１
ケ
タ
増
に

と
ど
ま
っ
た
。

専
門
店
は
約
６
割
の
シ
ェ

ア
を
占
め
１３
年
は
金
額
が
前

年
比
４
・
０
％
増
だ
っ
た
が
、

１４
年
は
０
・
４
％
の
微
増
。

こ
の
う
ち
チ
ェ
ー
ン
店
は
前

年
比
４
・
９
％
増
か
ら
１
・

２
％
増
、
単
独
店
は
１
・
９

％
増
か
ら
１
・
３
％
減
と
な

っ
た
。

２
０
１
５
年
の
見
通
し

は
、
�株
矢
野
経
済
研
究
所
で

は
９
６
４
８
億
円
（
前
年
比

０
・
８
％
減
）
と
推
計
し
て

い
る
。

東
京
眼
鏡
卸
協
同
組
合

（
藪
下
守
理
事
長
）
Ｗ
Ｏ
Ｆ

事
務
局
は
、
４
月
１４
日
、
１５

日
の
両
日
、
東
京
都
渋
谷
区

の
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
ホ
ー
ル
で

眼
鏡
業
界
の
総
合
展
示
会

「
２
０
１
５
年
ワ
ー
ル
ド
オ

プ
チ
カ
ル
フ
ェ
ア
（
Ｗ
Ｏ

Ｆ
）」
を
開
催
し
た
。

両
日
と
も
雨
模
様
の
天
候

で
は
あ
っ
た
が
、
駅
か
ら
直

結
し
た
会
場
の
た
め
、
初
日

か
ら
大
勢
の
来
場
者
が
詰
め

か
け
て
い
た
。

今
回
の
同
フ
ェ
ア
は
、
約

６０
社
１
０
６
小
間
（
福
井
コ

ー
ナ
ー
８
社
８
小
間
を
除

く
）
と
出
展
社
数
、
小
間
数

と
も
前
回
を
上
回
り
、

新

の
眼
鏡
を
始
め
、
測
定
機
、

部
品
、
ク
ロ
ス
な
ど
多
く
の

商
品
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
、

各
小
間
で
は
商
品
を
見
な
が

ら
の
商
談
も
活
発
に
行
わ
れ

て
い
た
。

雨でも大勢の来場者がつめかけた

�株
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
（
東

京
都
台
東
区
、
吉
澤
敏
行
会

長
）
は
、
３
月
２７
日
に
開
催

し
た
株
主
総
会
（
１４
年
１２
月

期
）
、
取
締
役
会
で
役
員
人

事
を
決
定
、
同
日
付
で
新
役

員
が
就
任
し
た
。

�株
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
の
創

設
者
で
、
代
表
取
締
役
社
長

の
吉
澤
敏
行
氏
は
代
表
取
締

役
会
長
に
就
任
。
代
表
取
締

役
社
長
に
は
取
締
役
副
社
長

の
遠
藤
孝
氏
が
就
任
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
同
社
は
２
人

代
表
制
に
移
行
し
た
。
そ
の

他
の
人
事
は
次
の
通
り
。

《
役
員
体
制
》

代
表
取
締
役
会
長
‥
吉
澤

敏
行
（
新
任
、
旧
職
・
代
表

取
締
役
社
長
）

代
表
取
締
役
社
長
‥
遠
藤

孝
（
新
任
、
旧
職
・
取
締
役

副
社
長
）

専
務
取
締
役
‥
宇
城
和
典

取
締
役
‥
安
井
英
夫
・
入

江
修
二
・
三
宅
誠
一
・
徳
山

均
・
釜
原
宏
・
佐
藤
大
輔

監
査
役
‥
大
塚
征
央

監
査
法
人
‥
有
限
責
任
あ

ず
さ
監
査
法
人

円相場

１１９．５２円
１１９．６３〃
１１８．９８〃
１１９．８２〃
１１９．８５〃
１２０．２７〃
１２０．５０〃
１２０．６３〃
１１９．８６〃
１１９．４９〃
１１９．２９〃

・価格は店頭渡しグラム当り小売価格（消費税込み）

・外国為替相場値は米１ドル（午後５時現在の銀行間）

―田中貴金属工業�株調べ―

銀

７３．５４円
７２．９０〃
７３．７６〃
７３．４４〃
７３．５４〃
７１．８２〃
７０．９５〃
７２．０３〃
７１．０６〃
７０．３０〃
７０．９５〃

Pt

４，９０３円
４，８８７〃
４，９５３〃
４，９５１〃
４，９７７〃
４，９４６〃
４，９４８〃
４，９８９〃
４，８９４〃
４，８８３〃
４，９１８〃

金

５，０４３円
５，０４１〃
５，０７６〃
５，０８２〃
５，０９２〃
５，０５９〃
５，０４９〃
５，０８８〃
５，０３９〃
５，００４〃
５，０３６〃

日 付

４月２日�木
３日�金
６日�月
７日�火
８日�水
９日�木
１０日�金
１３日�月
１４日�火
１５日�水
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業業
界界
一一
多多
いい

メ
ダ
ル
１
３
３
種
目

新
６
種

目
追
加

２
０
１
５
年
サ
ン
レ
オ
展
示
商
談
会

５２種類の素材に加工

特注品は３パターンを用意

ネットジャパン新役員人事

代表取締役会長に吉澤敏行氏

代表取締役社長は遠藤 孝氏

ＪＪＡ
発 表

２
０
１
４
年
ジ
ュ
エ
リ
ー
小
売
市
場
調
査

９
７
２
６
億
円
前
年
比
１
・
１
％
増

商談活発ＷＯＦ

第
１９
回

神
戸
国
際
宝
飾
展

出出
展展
全全
社社
紹紹
介介
終
面
に
掲
載

外
国
人
の
消
費
動
向

観
光
庁
が
公
表

「
買
い
物
代
」
は
３
０
７
０
億
円
で

中
国
が
他
の
国
に
比
べ
ダ
ン
ト
ツ
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

日
本
時
計
師
会（
末
和
海
会

長
）
３
月
度
理
事
会
報
告

１
）
３
月
２５
日
現
在
会
員

数
は
、
賛
助
会
員
１
社
６
名

増
、
正
会
員
６
名
減
、
合
計

２５
名
＋
２
社
。

２
）
２
０
１
４
年
度
Ｃ
・

Ｍ
・
Ｗ
・
認
定
試
験
合
格
者

は
、
関
西
地
区
唯
一
の
受
験

者
「
染
矢
泰
輔
」
１
名
と
決

定
、
認
証
式
及
び
祝
賀
会
は

３
月
１４
日（
土
）に
行
っ
た
。

３
）
２
０
１
５
年
度
Ｃ
・

Ｍ
・
Ｗ
・
試
験
仮
申
し
込
み

状
況
は
関
東
が
３
名
、
関
西

は
０
名
の
見
込
み
。

４
）
機
関
誌「
調
時
」の
発

行
、
「
Ｃ
・
Ｗ
・
試
験
」
の

新
設
、
「
Ｃ
・
Ｍ
・
Ｗ
・
ネ

ッ
ト
」
組
織
化
等
に
つ
い
て

は
各
担
当
役
員
が
超
多
忙
の

た
め
遅
々
と
し
て
捗
ら
な
い

嫌
い
が
あ
る
が
、
既
報
の
方

針
通
り
進
め
る
。

会
計
の
健
全
化
に
つ
い
て

は
、
個
人
の
突
出
し
た
賛
助

（
出
資
）は
会
の
私
物
化
と
見

ら
れ
か
ね
な
い
面
も
あ
り
、

少
な
く
と
も
理
事
や
役
員
は

我
々
の
活
動
が
文
字
通
り
軌

道
に
乗
る
ま
で
は
こ
の
面
で

も
も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
皆
で

賛
助
会
員
と
し
て
協
力
し
て

頑
張
る
事
が
合
意
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
�１
２
０
１
４
年

１０
月
当
会
名
誉
会
員
角
野
韶

炳
氏
経
由
で
会
長
に
テ
レ
ビ

東
京
系
列
（
テ
レ
ビ
大
阪
）

か
ら
全
国
ネ
ッ
ト
「
和
風
総

本
家
」
の
取
材
打
診
あ
り
、

銀
座
「
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｎ
Ｏ
―
Ｓ

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
」
（
山
田
喜
久
男

社
長
）
を
紹
介
。
番
組
特
集

内
容
は
「
ニ
ッ
ポ
ン
の
再
生

職
人
」
と
題
し
て
古
き
良
き

日
本
の
様
々
な
物
を
、
修
復

し
、
再
生
さ
せ
る
職
人
さ
ん

を
紹
介
す
る
番
組
と
の
こ

と
。
今
年
に
な
っ
て
よ
う
や

く
具
体
化
の
動
き
あ
り
、
３

月
１７
日
�火
１８
日
�水
前
段
収
録

完
了
、
後
段
は
来
週
後
半
に

収
録
の
予
定
、
放
送
は
５
月

中
旬
の
見
込
み
。

�２
２
０
１
５
年
２
月
１２
日

�木
当
会
本
部
事
務
所
に
Ｎ
Ｈ

Ｋ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
中
国
支
社
か

ら
の
下
記
番
組
の
取
材
打
診

あ
り
、
３
月
１２
日
�土
同
社
担

当
者
と
本
部
事
務
所
で
打
ち

合
わ
せ
会
長
対
応
。
４
月
１０

日
�金
本
部
事
務
所
で
会
長
単

独
で
対
談
収
録
を
予
定
。

番
組
名
‥
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
‥
仕
事
の
流
儀
」

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
‥
「

善

を
尽
く
し
、
思
い
出
を
救
う

（
仮
）
」
時
計
職
人
・
松
浦

敬
一
。
メ
デ
ィ
ア
‥
Ｎ
Ｈ
Ｋ

総
合
テ
レ
ビ
（
全
国
）
、
放

送
時
期
（
予
定
）
‥
平
成
２７

年
６
月
１５
日
�月
２２
‥
００
～
２２

‥
４８
。
番
組
の
概
要
‥
「
時

計
の
向
こ
う
側
に
あ
る
人
生

と
共
に
歩
み
続
け
る
松
浦
の

職
人
魂
に
迫
る
」
。
依
頼
内

容
‥
日
本
時
計
師
会
の
会
長

の
立
場
と
し
て
、
時
計
修
理

の
世
界
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
。
但
し
取
材
内
容
の

番
組
中
の
使
用
は
未
定
。

�３
２
０
１
５
年
度
Ｊ
・
Ｗ

・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
・
Ｍ
・
Ｗ
・
第
１

次
試
験
は
下
記
の
通
り
実
施

す
る
。

日
時
‥
４
月
２４
日
�金
９
‥

００
～
試
験
内
容
説
明
１０
‥
００

～
１５
‥
００
（
学
科
試
験
）
、

１５
‥
００
～
１７
‥
００
翌
日
の
実

技
試
験
の
準
備
後
終
了
。
同

２５
日
�土
９
‥
００
～
１７
‥
００

（
実
技
試
験
）
後
受
験
用
器

材
荷
造
り
梱
包
終
了
後
解

散
。
場
所
‥
〒
１
３
１
―
０

０
３
２
東
京
都
墨
田
区
東
向

島
３
―
９
―
７
「
セ
イ
コ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
協
力
頂

く
予
定
。

�４
３
月
２２
日
�日
１３
‥
３０
～

１４
‥
００
古
典
時
計
協
会
月
例

会
（
会
場
‥
東
大
島
文
化
セ

ン
タ
ー
）で「
日
本
時
計
師
会

（
Ｊ
・
Ｗ
・
Ｉ
・
）
公
認
上

級
時
計
師（
Ｃ
・
Ｍ
・
Ｗ
・
）

認
定
試
験
の
再
開
に
つ
い

て
」
と
題
し
今
回
の
Ｃ
・
Ｍ

・
Ｗ
・
試
験
の
企
画
か
ら
実

施
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
末

会
長
が
講
演
を
行
な
っ
た
。

近
畿
時
計
宝
飾
眼
鏡
商
業

協
同
組
合
連
合
会
（
略
称
‥

近
時
連
・
籔
内
正
明
会
長
）

は
４
月
１１
日
（
土
）
午
後
２

時
３０
分
か
ら
和
歌
山
県
時
計

貴
金
属
眼
鏡
商
業
協
同
組
合

の
当
番
で
和
歌
山
市
内
の
ア

バ
ロ
ー
ム
紀
の
国
で
恒
例
の

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
催

し
た
。

当
番
組
合
山
田
稔
理
事
長

の
歓
迎
の
挨
拶
に
次
い
で
籔

内
正
明
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
は

「
私
は
今
日
業
界
の
将
来
を

考
え
る
と
我
々
小
売
業
が
無

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と

不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。
昨

日
の
朝
日
新
聞
に
ア
ッ
プ
ル

の
時
計
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

し
た
の
で
コ
ピ
ー
を
し
て
配

ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
組
合
で
は
今
、
組
合

員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、

い
ず
れ
結
果
が
出
る
と
思
い

ま
す
。
将
来
全
国
で
時
計
店

と
し
て
生
き
残
る
の
は
せ
い

ぜ
い
２０
～
３０
店
ぐ
ら
い
で
は

と
思
い
ま
す
。
昨
今
、
輸
入

時
計
（
ブ
ラ
ン
ド
）
の
専
業

化
が
進
み
、
有
名
に
な
っ
た

ブ
ラ
ン
ド
は
直
営
化
が
進

み
、
一
般
の
時
計
店
で
は
取

り
扱
い
が
出
来
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
し
て
部
品
の
供

給
も
さ
れ
な
く
な
り
、
一
般

に
は
修
理
も
出
来
な
く
な
り

ま
し
た
。
我
々
小
売
業
者
と

し
て
は
一
致
団
結
し
て
や
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
山

田
稔
理
事
長
が
議
長
と
な
っ

て
議
案
審
議
に
移
っ
た
。

▽
「
ロ
レ
ッ
ク
ス
の
顧
客

情
報
の
目
的
外
無
断
使
用
」

の
経
過
報
告
と
今
後
に
つ
い

て

渡
邉
道
央
理
事
長
（
京

都
）
�
昨
秋
、
京
都
大
丸
時

計
売
場
の
中
の
「
ロ
レ
ッ
ク

ス
売
場
」
及
び
「
ロ
レ
ッ
ク

ス
修
理
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
」

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
際
、

告
知
の
為
に
Ｄ
Ｍ
を
発
送
さ

れ
た
。
こ
の
Ｄ
Ｍ
の
宛
名
リ

ス
ト
は
、
我
々
が
ロ
レ
ッ
ク

ス
を
販
売
し
た
際
に
送
付
シ

タ
「
ロ
レ
ッ
ク
ス
国
際
保
証

カ
ー
ド
請
求
ハ
ガ
キ
」
の
顧

客
名
を
利
用
し
た
疑
義
が
あ

り
、
当
組
合
は
１
月
２４
日
、

日
本
ロ
レ
ッ
ク
ス
に
対
し
質

問
状
を
送
付
し
た
。
そ
の
回

答
を
お
手
元
に
配
布
し
ま
し

た
通
り
で
す
。
こ
の
２
回
の

ロ
レ
ッ
ク
ス
と
の
や
り
と
り

で
『
顧
客
情
報
』
を
『
個
人

情
報
』と
取
り
違
え
て
い
る
。

我
々
と
し
て
は〈
メ
ー
カ
ー
〉

〈
販
売
店
〉
が
協
議
し
て
ル

ー
ル
作
り
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
こ
の
話
を
藪
内
会

長
か
ら
全
時
協
に
提
案
し
て

ほ
し
い
。

藪
内
会
長
�
全
時
協
は
個

人
の
参
加
で
す
か
ら
全
時
協

に
加
入
す
る
か
、
三
宅
さ
ん

（
京
都
）
か
ら
提
案
し
て
も

ら
え
ば
。

濱
崎
全
邦
理
事
�
こ
の
事

案
は
公
取
委

に
持
ち
込
ん

だ

方

が

い

い
。渡

邉
道
夫

理
事
長
�
言

わ
れ
る
よ
う

に
公
正
取
引

委
員
会
の
案

件
だ
と
言
う

意
見
が
出
た

よ
う
に
、
私

も
そ
の
方
向

で
進
め
て
い

き
た
い
。

▽
近
時
協
グ
ル
ー
プ
保
険

移
行
の
報
告
（
濱
崎
全
邦
理

事
‥
大
阪
組
合
）
�
近
時
連

グ
ル
ー
プ
保
険
の
切
替
え
に

つ
い
て
は
、
年
々
１
０
０
人

を
維
持
す
る
の
が
苦
難
に
な

っ
て
き
た
の
で
、
他
の
保
険

を
調
べ
て
き
ま
し
た
。

討
議
の
結
果
、
７
月
い
っ

ぱ
い
な
ん
と
１５
人
勧
誘
し
て

１
０
０
人
に
し
て
は
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。

▽
第
１３
回
時
計
ま
つ
り
の

件
�
川
西
孝
明
（
兵
庫
県
副

理
事
長
）
�
「
第
１３
回
時
計

の
あ
る
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
」●

テ
ー
マ
‥
自
然
や
町
並

み
、
お
祭
り
、
建
造
物
、
旅

先
の
思
い
出
の
場
所
、
人
々

の
表
情
と
共
に
「
時
計
」
が

存
在
す
る
写
真
。

●
応
募
期
間
‥
平
成
２７
年

４
月
２０
日
締
め
切
り
（
４
月

２１
日
～
３０
日
ま
で
に
和
歌
組

合
へ
）

▽
ス
ウ
ォ
ッ
チ
グ
ル
ー
プ

ジ
ャ
パ
ン
�株
の
修
理
部
品
の

卸
経
過
報
告
と
そ
の
後
に
つ

い
て
‥
山
田
稔
理
事
長
（
和

歌
山
）
�
全
時
協
で
部
品
の

供
給
を
で
き
る
よ
う
に
し
て

も
ら
い
た
い
。
特
に
輸
入
時

計
に
関
し
て
。
去
る
１２
月
２４

日
に
ス
ウ
ォ
ッ
チ
・
グ
ル
ー

プ
・
ジ
ャ
パ
ン
�株
に
要
望
書

を
出
し
た
と
こ
ろ
本
年
１
月

６
日
付
け
で
解
答
が
来
ま
し

た
。弊

社
取
引
ブ
ラ
ン
ド
（
メ

ー
カ
ー
）
は
、
資
格
認
定
を

受
け
た
技
術
者
以
外
に
よ
る

一
切
の
作
業
を
認
め
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
大
変
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
弊
社
と
致

し
ま
し
て
も
メ
ー
カ
ー
と
の

契
約
上
も
修
理
部
品
の
販
売

を
行
う
事
が
出
来
ま
せ
ん
。

弊
社
の
よ
う
な
正
規
輸
入
代

理
店
で
あ
っ
て
も
、
新
製
品

が
発
売
さ
れ
た
際
に
は
弊
社

技
術
者
が
メ
ー
カ
ー
に
よ
る

技
術
講
習
を
受
講
し
、
講
習

後
の
資
格
試
験
に
合
格
し
な

い
限
り
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
部

品
供
給
は
受
け
る
事
が
出
来

ま
せ
ん
�
�
と
の
回
答
文
書

が
来
ま
し
た
の
で
、
１２
月
２９

日
付
け
で
日
本
共
産
党
国
会

議
員
団
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
事
務

所
衆
議
院
議
員
宮
本
岳
志
議

員
に
面
会
し
、
「
外
国
産
時

計
（
修
理
部
品
の
卸
（
お
ろ

し
）
」
の
改
善
を
求
め
る
要

望
に
つ
い
て
懇
談
し
た
様
子

が
１０
日
の
赤
旗
新
聞
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
方
向

と
し
て
は
消
費
者
の
声
と
共

に
労
働
省
認
可
の
国
家
資
格

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
生

か
せ
な
い
時
計
店
の
現
状
を

訴
え
て
い
く
。

▽
そ
の
他
�１
時
の
記
念
日

の
件
・
川
西
孝
明
副
理
事
長

（
兵
庫
）
�
日
本
各
地
で
行

わ
れ
て
い
る
時
の
記
念
日
の

行
事
は
、
ま
ず
明
石
市
の
天

文
科
学
館
で
は
無
料
開
放
、

滋
賀
県
の
近
江
神
宮
で
は
毎

年
漏
刻
祭
が
行
わ
れ
、
静
岡

県
掛
川
市
の
掛
川
城
御
殿
で

太
鼓
打
ち
鳴
ら
し
式
等
各
地

で
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

�２
宝
石
の
石
名
表
が
Ｊ
Ｊ

Ａ
、
鑑
別
団
体
で
作
成
し
て

い
る
。
石
の
表
記
に
つ
い
て

は
１
部
１
０
０
円
で
Ｊ
Ｊ
Ａ

で
販
売
し
て
い
る
と
辰
巳
貞

一
理
事
長
か
ら
報
告
。

以
上
で
会
議
を
終
了
し
、

次
回
は
８
月
３
日
～
８
日
の

間
で
都
合
の
良
い
日
に
大
阪

で
開
催
す
る
。

【
出
席
者
名
】
大
阪
�
藪

内
正
明
会
長
、
辰
巳
貞
一
理

事
長
、
江
藤
克
二
理
事
、
濱

崎
全
邦
理
事
。
京
都
�
渡
邉

道
夫
理
事
長
、
佐
藤
昇
平
副

理
事
長
。
兵
庫
�
川
西
孝
明

副
理
事
長
。
和
歌
山
�
山
田

稔
理
事
長
、
大
川
雅
弘
副
理

事
長
、
芝
久
芳
専
務
理
事
、

平
松
博
会
計
理
事
、
廣
井
研

一
事
業
部
長
、
大
畑
宣
雄
眼

鏡
部
長
、岩
本
司
宝
飾
部
長
。

左から渡邉理事長、山田理事長、籔内会長、
辰巳理事長

一
般
社
団
法
人
日
本
ジ
ュ

エ
リ
ー
協
会（
丸
山
朝
会
長
、

Ｊ
Ｊ
Ａ
）
は
、
Ｊ
Ｊ
Ａ
会
員

・
Ｊ
Ｃ
資
格
者
を
対
象
に
各

種
セ
ミ
ナ
ー
を
順
次
開
催
す

る
。★

「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
説
明
会
。

４
月
２８
日
、
１６
時
半
～
１７
時

半
。
場
所
‥
Ｊ
Ｊ
Ａ
会
館
。

対
象
‥
Ｊ
Ｊ
Ａ
会
員
。
定
員

６０
人
。

Ｊ
Ｊ
Ａ
が
協
賛
す
る
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
実
績
及
び
今
年
度
の
活
動

計
画
を
中
心
に
説
明
会
を
開

催
す
る
。

★
「
ル
ネ
・
ラ
リ
ッ
ク
ジ

ュ
エ
リ
ー
の
魅
力
」
。
５
月

１５
日
、
１５
時
～
１７
時
。
場
所

‥
Ｊ
Ｊ
Ａ
会
館
。
対
象
‥
Ｊ

Ｊ
Ａ
会
員
・
Ｊ
Ｃ
資
格
者
。

定
員
６０
人
。

何
故
ル
ネ
・
ラ
リ
ッ
ク
が

現
代
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
先
駆
者

と
言
わ
れ
た
か
、
箱
根
ラ
リ

ッ
ク
美
術
館
が
所
蔵
す
る
作

品
や
美
術
館
創
設
の
経
緯
も

含
め
て
解
説
す
る
。

★
「
２
０
１
５
年
以
降
の

宝
飾
業
界
を
占
う
」
～
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向
け
て
拡

大
か
、
消
費
増
税
で
失
速
か

～
。
５
月
２１
日
、
１５
時
～
１７

時
。
場
所
‥
Ｊ
Ｊ
Ａ
会
館
。

対
象
‥
Ｊ
Ｊ
Ａ
会
員
・
Ｊ
Ｃ

資
格
者
。
定
員
６０
人
。

長
い
不
況
か
ら
脱
し
転
換

期
を
迎
え
た
宝
飾
業
界
。
景

気
回
復
が
期
待
さ
れ
な
が
ら

ま
だ
弱
含
み
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
今
後
の
業
界
を
占

う
ト
ピ
ッ
ク
を
解
説
。
・
婚

姻
組
数
５０
万
時
代
に
生
き
残

る
・
海
外
宝
飾
市
場
と
訪
日

外
国
人
購
買
の
動
向
、
他
。

★
「
第
１
回
造
幣
局
特
別

見
学
会
」
５
月
２８
日
、
１３
時

半
～
１６
時
頃
。
場
所
‥
造
幣

局
東
京
支
局
（
池
袋
サ
ン
シ

ャ
イ
ン
の
隣
）
。
集
合
‥
１３

時
２０
分
ま
で
に
現
地
集
合

（
造
幣
局
東
京
支
局
入
口
）

終
了
後
現
地
解
散
。
対
象
‥

Ｊ
Ｊ
Ａ
会
員
・
Ｊ
Ｃ
資
格
者
。

定
員
１０
人
。

見
学
概
要
‥
�１
造
幣
東
京

博
物
館
（
概
要
ビ
デ
オ
、
貨

幣
の
製
造
方
法
、
偽
造
防
止

対
策
、
古
銭
、
世
界
の
コ
イ

ン
等
）�２
貨
幣
工
場
見
学（
プ

ル
ー
フ
貨
幣
製
造
工
場
）
�３

装
金
工
場
見
学
（
勲
章
の
製

造
工
程
）
�４
試
験
検
定
工
場

見
学
（
試
料
採
取
、
分
析
、

打
刻
）
�５
ホ
ー
ル
マ
ー
ク
事

業
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
＆
質

疑
応
答
。

い
ず
れ
も
参
加
費
は
無

料
、
定
員
に
達
し
次
第
締
め

切
り
と
な
る
。
お
問
い
合
せ

は
、
Ｊ
Ｊ
Ａ
事
務
局
�
０３
―

３
８
３
５
―
８
５
６
７
ま

で
。

�株
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
社

（
芳
賀
信
亨
社
長
）
は
、
４

月
８
日
・
９
日
・
１０
日
の
３

日
間
豊
島
区
池
袋
の
サ
ン
シ

ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
・
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
文
化
会
館
で
「
第
５１
回
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
レ
ミ

ア
ム
・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
シ

ョ
ー
春
２
０
１
５
」
を
開
催

し
た
。

今
回
は
�
ネ
ッ
ト
に
勝
つ

リ
ア
ル
店
舗
で
売
る
た
め
の

戦
略
～
価
格
競
争
か
ら
顧
客

中
心
の
店
舗
運
営
へ
～
�
を

テ
ー
マ
に
、
Ｓ
Ｐ
ツ
ー
ル
、

Ｐ
Ｏ
Ｐ
・
店
頭
サ
イ
ン
・
印

刷
Ｓ
Ｐ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
、
広
告
宣
伝
、
プ

ラ
イ
ム
ギ
フ
ト
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
等

の
企
業
が
出
展
し
て
来
場
者

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。

会
場
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は

「
特
別
講
演
」
も
行
わ
れ
多

様
な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
何
か
を

求
め
て
連
日
に
ぎ
わ
っ
て
い

た
。

来場者を魅了したＳＰ企画

中央宝石研究所の各種セミナー

各種セミナー

購
読
・
広
告
の
申
込
は
本
紙
ま
で

Ｆ
Ａ
Ｘ
０３
・
３
８
３
４
・
４
２
８
７
。

※上記日程は都合により変更となることがありますので、あらかじめお問い合わ

せの上お申し込みください。

●受講料

・ベーシックコース（２日間） ￥２５，０００＋消費税

・ダイヤモンドコース（２日間） ￥２５，０００＋消費税

・パールグレーディングコース（１日間）￥１２，０００＋消費税

・宝石鑑別コース（２日間） ￥３０，０００＋消費税

●セミナー開催時間：東京 １０：００～１７：００

大阪 １０：３０～１７：００（会場の都合により）

博多 １０：００～１７：００（開講最低人数５名）

お申し込みは下記までお願い致します

６月

４～５

１１～１２

２９

１８～１９

１８～１９

５月

１１～１２

１４～１５

２１～２２

２９

４月

２～３

２３～２４

９～１０

２２

各種セミナースケジュール

ベーシックコース（東京）

ベーシックコース（大阪）

ダイヤモンドコース（東京）

ダイヤモンドコース（大阪）

パールグレーディングコース（東京）

宝石鑑別コース（東京）

博多ダイヤモンドコース

東 京 ＴＥＬ：０３（３８３７）０８５５ ＦＡＸ：０３（３８３９）１４５５ 大 阪 ＴＥＬ：０６（６２４５）５１８７ ＦＡＸ：０６（６２４５）５１９７
博 多 ＴＥＬ：０９２（４７２）３０３８ ＦＡＸ：０９２（４７２）３８４６

近
時
連
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

（外国産時計の修理部品卸不可問題）

国家資格があるにもかかわらず生
かせぬ時計店の現状打破に総力を

テ
レ
ビ
大
阪
も
「
ニ
ッ
ポ
ン
の
再
生
職
人
」特
番

ＮＮ
ＨＨ
ＫＫ
がが
時時
計計
職職
人人
特特
番番

末
会
長

も
出
演

日
本
時
計
師
会
３
月
度
理
事
会
報
告

Ｊ
Ｊ
Ａ

各
種
セ
ミ
ナ
ー
順
次
開
催

活況 プレミアム・イン
センティブショー春２０１５
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競
馬
フ
ァ
ン
に
は
た
ま
ら

な
い
春
の
Ｇ
�
シ
ー
ズ
ン
真

っ
た
だ
中
だ
。
赤
エ
ン
ピ
ツ

片
手
に
ス
ポ
ー
ツ
紙
に
首
っ

た
け
。
小
遣
い
稼
ぎ
か
ら
一

攫
千
金
ま
で
、
心
躍
る
季
節

が
続
く
。

当
た
り
馬
券
を
予
想
す
る

一
つ
の
目
安
が
追
い
切
り
タ

イ
ム
だ
。

レ
ー
ス
直
前
の
水
曜
日
と

木
曜
日
に
、
関
東
は
美
浦
ト

レ
セ
ン
、
関
西
は
栗
東
ト
レ

セ
ン
で
行
わ
れ
、
通
常
１
０

０
０
～
１
２
０
０
�
の
脚
元

に
負
担
が
か
か
ら
な
い
ウ
ッ

ド
チ
ッ
プ
の
コ
ー
ス
で
タ
イ

ム
が
計
測
さ
れ
る
。５
Ｆ（
５

ハ
ロ
ン
�
１
０
０
０
�
）
の

時
計
が
６５
秒
前
後
、
ラ
ス
ト

１
Ｆ
（
２
０
０
�
）
が
１２
～

１３
秒
台
前
半
な
ら
馬
の
状
態

は
い
い
と
さ
れ
る
。

こ
の
追
い
切
り
は
、
朝
６

時
か
ら
１０
時
ご
ろ
ま
で
の
間

に
東
西
ト
レ
セ
ン
で
計
４
０

０
０
頭
ぐ
ら
い
が
調
教
す
る

の
だ
か
ら
、
お
目
当
て
の
馬

を
探
す
の
が
ひ
と
苦
労
。

素
人
目
に
は
、
た
く
さ
ん

の
馬
が
や
み
く
も
に
走
っ
て

い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い

が
、
そ
こ
は
記
者
の
腕
が
さ

え
る
。
レ
ー
ス
専
門
誌
の
時

計
班
（
１
社
４
～
５
人
）
が

ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
片
手
に

目
を
光
ら
せ
て
有
力
馬
を
計

測
し
て
い
る
の
だ
。

そ
の
タ
イ
ム
を
も
と
に
競

馬
記
者
た
ち
は
ジ
ョ
ッ
キ
ー

や
調
教
師
に
意
図
し
た
追
い

切
り
が
出
来
た
か
ど
う
か
、

状
態
を
取
材
し
て
、
過
去
の

レ
ー
ス
を
踏
ま
え
て
、
◎
本

命
、
○
対
抗
、
▲
単
穴
（
３

番
手
）
、
△
連
下
（
４
番
手

以
下
）な
ど
の
印
を
つ
け
る
。

も
っ
と
も
ズ
ブ
の
素
人
に

は
追
い
切
り
タ
イ
ム
か
ら
勝

ち
馬
券
を
判
断
す
る
の
は
難

し
い
。
そ
れ
に
タ
イ
ム
は
絶

対
材
料
で
は
な
く
、
色
ん
な

フ
ァ
ク
タ
ー
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
。

そ
の
中
で
面
白
い
の
が
、

馬
が
持
つ「
ハ
ー
ト
の
強
さ
」

も
参
考
材
料
の
ひ
と
つ
に
な

る
。
と
い
う
の
も
、
レ
ー
ス

に
疲
れ
て
も
隣
の
馬
に
負
け

た
く
な
い
と
最
後
ま
で
気
力

を
切
ら
さ
ず
に
勝
つ
ケ
ー
ス

が
あ
る
か
ら
だ
。

今
年
３
月
の
Ｇ
�
高
松
宮

記
念
に
勝
っ
た
外
国
馬
の
エ

ア
ロ
ヴ
ェ
ロ
シ
テ
ィ
が
ま
さ

に
そ
れ
だ
。
初
め
て
の
遠
征

競
馬
に
、
馬
体
重
は
前
走
か

ら
１６
�
も
減
り
、
雨
の
中
で

の
レ
ー
ス
も
初
め
て
。
馬
も

人
と
同
じ
で
バ
イ
オ
リ
ズ
ム

も
、
調
子
の
い
い
時
も
悪
い

時
も
、
走
り
た
く
な
い
時
も

あ
る
。
劣
勢
の
状
況
で
も
勝

負
根
性
を
振
り
絞
り
、
グ
イ

ッ
と
も
う
ひ
と
伸
び
し
て
レ

ー
ス
を
制
し
た
。

そ
ん
な
勢
い
の
あ
る
馬
を

探
し
出
す
の
も
記
者
の
腕
の

見
せ
所
な
の
だ
。

ち
な
み
に
長
い
距
離
に
強

い
馬
を
ス
テ
イ
ヤ
ー
、
短
い

距
離
に
強
い
馬
を
ス
プ
リ
ン

タ
ー
と
呼
ぶ
。
人
間
に
置
き

か
え
る
と
よ
く
わ
か
り
、
ス

テ
イ
ヤ
ー
は
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン

ナ
ー
と
同
じ
で
、
ひ
ょ
ろ
っ

と
し
て
ス
リ
ム
な
体
型
。
い

っ
ぽ
う
ス
プ
リ
ン
タ
ー
は
筋

骨
隆
々
の
短
距
離
ラ
ン
ナ
ー

だ
。
レ
ー
ス
の
距
離
に
よ
っ

て
相
性
が
違
っ
て
く
る
。

競
馬
記
者
か
ら
の
Ｇ
�
マ

ル
秘
情
報
に
よ
る
と
、
天
皇

賞
（
５
月
３
日
・
京
都
３
２

０
０
�
）
は
キ
ズ
ナ
と
ア
ド
マ

ヤ
デ
ウ
ス
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
マ
イ
ル（
１０

日
・
東
京
１
６
０
０
０
�
）
は

ア
ル
ビ
ア
ー
ノ
、
ア
ヴ
ニ
ー
ル

マ
ル
シ
ェ
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
マ

イ
ル
（
１７
日
・
同
）
は
ヌ
ー
ヴ

ォ
レ
コ
ル
ト
。
オ
ー
ク
ス
（
２４

日
・
東
京
２
４
０
０
�
）
が
ル

ー
ジ
ュ
バ
ッ
ク
。ダ
ー
ビ
ー（
３１

日
・
東
京
２
４
０
０
�
）
は
リ

ア
ル
ス
テ
ィ
ー
ル
が
有
力
馬
と

な
り
そ
う
だ
。

競
馬
は
重
賞
で
も
１
レ
ー
ス

１
０
０
円
か
ら
楽
し
め
る
。
初

心
者
は
ま
ず
人
気
馬
に
乗
っ
て

み
ま
す
か
。
そ
れ
と
も
追
い
切

り
タ
イ
ム
を
じ
っ
く
り
検
討
し

て
み
る
の
も
面
白
い
。

（
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
・
三

山
辰
雄
）

新入生を代表して千葉留美以さんが誓いの言葉を述べた誓詞を述べる新入生代表の安井遥さん

４
月
２
日
、
学
校
法
人
東

京
眼
鏡
学
園
東
京
眼
鏡
専
門

学
校（
新
宿
区
百
人
町
）の
平

成
２７
年
度
入
学
式
が
行
わ
れ

た
。
新
入
生
は
第
１
眼
鏡
学

科
２５
人
、
第
２
眼
鏡
学
科
６

人
合
わ
せ
て
３１
人
（
通
信
教

育
は
秋
コ
ー
ス
入
学
生
２３

人
、春
コ
ー
ス
５０
人
）が
出
席

し
て
行
わ
れ
た
。
３１
人
の
う

ち
１２
人
が
留
学
生
と
い
う
国

際
的
な
入
学
式
と
な
っ
た
。

畑
田
豊
彦
校
長
は
「
眼
鏡

自
体
は
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
で

あ
る
が
そ
れ
を
使
う
人
は
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
が
あ
る
。
眼

鏡
は
奥
の
深
い
も
の
で
あ

る
。
魅
力
の
あ
る
眼
鏡
は
人

の
人
相
も
気
持
ち
も
変
え

る
。
そ
の
よ
う
な
使
う
人
の

期
待
に
応
え
る
た
め
に
新
し

い
技
術
の
数
々
を
こ
の
学
校

で
習
得
し
て
ほ
し
い
。
今
年

は
留
学
生
も
多
い
が
、
語
学

の
壁
を
乗
り
越
え
て
成
長
し

て
く
だ
さ
い
。
年
々
授
業
が

高
い
レ
ベ
ル
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
ケ
ッ
チ
ャ
ム
大
学
と
の

提
携
も
今
後
語
学
力
の
向
上

が
重
要
と
考
え
て
い
る
か
ら

で
す
。
在
学
中
は
当
校
の
講

師
と
と
も
に
素
晴
ら
し
い
眼

鏡
師
に
な
る
事
を
目
指
し
て

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
を
行
っ

た
。ま

た
来
賓
の
�株
ニ
コ
ン
・

エ
ル
シ
ー
ル
代
表
取
締
役
社

長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
石
戸
谷
氏
は

「
得
意
分
野
を
み
つ
け
て
そ

れ
を
伸
ば
し
て
、
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
養

っ
て
、
そ
し
て
全
員
揃
っ
て

卒
業
し
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

新
入
生
を
代
表
し
て
千
葉

留
美
以
（
ち
ば
る
び
い
）
さ

ん
が
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
た
。

来
賓
の
石
戸
谷
氏

【
眼
鏡
記
者
会
協
同
】
キ

ク
チ
眼
協
専
門
学
校
（
森
一

成
理
事
長
、伊
藤
克
弥
校
長
）

の
平
成
２７
年
度
（
第
３８
回
）

入
学
式
が
、
４
月
９
日
、
午

前
１０
時
か
ら
名
古
屋
市
の
同

校
６
階
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
。今

年
度
新
入
生
は
眼
鏡
光

学
２３
人
、
（
男
子
１６
人
、
女

子
７
人
）
、
大
学
卒
か
ら
の

眼
鏡
光
学
専
攻
科
新
入
生
が

９
人
（
男
子
７
人
、
女
子
２

人
）
の
計
３２
人
。
毎
年
東
南

ア
ジ
ア
各
国
か
ら
多
く
の
留

学
生
が
入
学
す
る
同
校
。
今

年
は
中
国
か
ら
１
人
、
ベ
ト

ナ
ム
か
ら
１２
人
が
眼
鏡
光
学

科
に
入
学
し
た
。

開
会
の
辞
と
君
が
代
斉
唱

に
続
き
伊
藤
校
長
か
ら
の
式

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
な
か
で
伊
藤
校
長
は

「
入
学
に
あ
た
り
２
つ
の
お

願
い
を
し
た
い
。
１
つ
は
、

人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う

気
持
ち
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
こ
と
。
思
い
や
り
を
持
っ

て
学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し

い
。２
つ
め
は
目
標
を
持
ち
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
ほ
し
い
こ
と
。
最

初
は
う
ま
く
い
か
な
く
て
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
ほ
し

い
。
あ
き
ら
め
た
ら
チ
ャ
ン

ス
は
な
く
な
る
。
」
と
述
べ

て
い
た
。
次
に
、
３８
年
前
に

同
校
で
学
ん
だ
と
い
う
東
海

光
学
�株
代
表
取
締
役
会
長
・

古
澤
武
雄
氏
か
ら
の
来
賓
祝

辞
。
続
い
て
�株
中
日
新
聞
社

取
締
役
広
報
担
当
・
井
戸
義

郎
氏
は
同
校
の
新
聞
広
告
を

引
用
し
た
祝
辞
を
述
べ
て
い

た
。
祝
辞
の
後
、
祝
電
披
露

に
続
き
新
入
生
代
表
の
安
井

遥
さ
ん
が
誓
詞
を
述
べ
て
入

学
式
は
終
了
し
た
。

東
京
眼
鏡
懇
話
会
（
東
京

眼
鏡
販
売
店
協
同
組
合
片
山

敬
三
理
事
長
、
東
京
眼
鏡
卸

協
同
組
合
藪
下
守
理
事
長
）

は
４
月
１０
日
午
前
１１
時
か
ら

上
野
公
園「
不
忍
池
辯
天
堂
」

境
内
「
め
が
ね
文
碑
」
前
で

「
第
４８
回
業
界
物
故
者
追
善

供
養
並
び
に
協
賛
者
祈
願
成

就
の
集
い
」
を
行
っ
た
。

定
刻
、
東
京
眼
鏡
販
売
店

協
同
組
合
杉
谷
宗
彦
理
事
の

司
会
で
東
京
眼
鏡
卸
協
会
組

合
藪
下
守
理
事
長
が
開
会
あ

い
さ
つ
に
次
い
で
、
東
叡
山

寛
永
寺
辯
天
堂
北
岡
興
真
住

職
の
読
経
に
次
い
で
、
担
当

組
合
東
京
眼
鏡
販
売
店
協
同

組
合
片
山
敬
三
理
事
長
が
代

表
で
祭
文
を
読
み
上
げ
、
次

に
来
賓
代
表
で
上
野
観
光
連

盟
水
谷
雅
之
副
会
長
が
あ
い

さ
つ
し
、
参
列
者
に
よ
る
献

花
が
行
わ
れ
、
東
京
眼
鏡
卸

協
同
組
合
蟹
江
一
郎
副
理
事

長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
終
了

し
た
。

日
本
眼
鏡
学
会
で
は
第
１９

回
年
次
セ
ミ
ナ
ー
・
定
時
総

会
を
、
５
月
２１
日
、
午
前
９

時
３０
分
～
午
後
５
時
３０
分
に

岡
山
県
岡
山
市
の
専
門
学
校

ワ
ー
ル
ド
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
カ

レ
ッ
ジ
で
開
催
す
る
。

セ
ミ
ナ
ー
は
「
一
人
ひ
と

り
に
合
わ
す
メ
ガ
ネ
」
を
メ

ー
ン
テ
ー
マ
に
、
３
部
構
成

で
、
記
念
講
演
、
「
ビ
デ
オ

計
測
シ
ス
テ
ム
の
活
用
事

例
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
も
実
施
す

る
。【

プ
ロ
グ
ラ
ム（
予
定
）】

■
第
１
部
‥
研
究
発
表

（
一
般
講
演
‥
口
演
）

一
般
演
題

発
表
予
定
は

以
下
の
通
り
。

「
岐
阜
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ケ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
用
に

つ
い
て
」
丹
羽
健
二
（
岐
阜

県
眼
鏡
商
業
協
同
組
合
）
、

「
ホ
ロ
プ
タ
ー
に
は
複
視
が

生
じ
る
と
の
一
考
察
―
複
視

に
よ
り
、
二
つ
の
ホ
ロ
プ
タ

ー
の
整
合
性
は
取
れ
る
―
」

徳
間
淳
二
、
「
ニ
ン
テ
ン
ド

ー
３
Ｄ
Ｓ
に
よ
る
立
体
視
標

の
試
作
」
小
原
隆
博
（
�株
三

城
、
ワ
ー
ル
ド
オ
プ
テ
ィ
カ

ル
カ
レ
ッ
ジ
）、「
ビ
デ
オ
型

各
種
パ
ラ
メ
ー
タ
測
定
器
の

考
察
」
西
川
由
加
里
（
キ
ク

チ
眼
鏡
専
門
学
校
）、「
透
過

型
調
節
測
定
装
置
Ｗ
Ａ
Ｎ
―

５
５
０
０
を
用
い
た
屈
折
矯

正
有
効
性
の
検
討
」
奥
村
智

人
（
大
阪
医
科
大
学
Ｌ
Ｄ
セ

ン
タ
ー
）、「
調
節
微
動
高
周

波
成
分
出
現
頻
度
の
有
効
性

と
再
現
性
評
価
」
川
守
田
拓

志
（
北
里
大
学
医
療
衛
生
学

部
視
覚
機
能
療
法
学
）、「
眼

鏡
フ
レ
ー
ム
素
材
の
変
遷
と

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
技
術
に
つ

い
て
」
藤
原
義
久
（
近
江
時

計
眼
鏡
宝
飾
専
門
学
校
）
。

順
不
同
。追
加
の
予
定
あ
り
。

■
ポ
ス
タ
ー
発
表
（
＋
機

械
展
示
）

「
次
世
代
複
合
累
進
レ
ン

ズ
加
入
度
ア
シ
ス
ト
設
計
」

宮
島
泰
史
（
伊
藤
光
学
工
業

�株
）、「
単
焦
点
両
面
非
球
面

レ
ン
ズ
フ
ィ
ー
ル
ド
設
計
」

福
井
慎
一
（
伊
藤
光
学
工
業

�株
）、「
装
用
状
態
計
測
を
活

用
し
た
イ
ン
デ
ィ
ビ
ジ
ュ
ア

ル
設
計
の
考
え
方
」
太
田
恵

介
（
東
海
光
学
�株
）、「
ビ
デ

オ
セ
ン
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
の
必
要
性
」
青
山
雅
則

（
�株
富
士
眼
鏡
機
械
製
作

所
）、「
ビ
デ
オ
計
測
シ
ス
テ

ム
の
活
用
」
�
橋
永
（
セ
イ

コ
ー
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
プ
ロ
ダ

ク
ツ
�株
）、「
ｅ
ｙ
ｅ
ｍ
ｅ
ｃ

展
示
」
真
山
敬
司
（
�株
ア
イ

メ
ト
リ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
）、

「
調
節
機
能
検
査
装
置
ア
コ

モ
レ
フ
Ｓ
ｐ
ｅ
ｅ
ｄ
ｙ
‐
ｉ

機
器
展
示
」
恩
田
隆
司
（
�株

ラ
イ
ト
製
作
所
）
、
こ
の
ほ

か
�１
「
ビ
デ
オ
計
測
シ
ス
テ

ム
使
用
方
法
の
工
夫
な
ど
」

メ
ー
カ
ー
各
社
か
ら
�２
眼
鏡

学
校
か
ら
�３
会
員
か
ら
�４
メ

ー
カ
ー
か
ら
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

■
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

（
機
械
メ
ー
カ
ー
提
供
）

テ
ー
マ
「
最
新
の
検
眼
シ

ス
テ
ム
と
波
面
セ
ン
サ
ー
」

（
仮
）

◆
第
１９
期
定
時
総
会

■
第
２
部
‥
特
別
講
演

長
谷
部
聡
先
生
（
川
崎
医

科
大
学
眼
科
学
２
教
授
）
、

テ
ー
マ
「
眼
鏡
レ
ン
ズ
に
よ

る
近
視
進
行
予
防
の
試
み
」

■
第
３
部
‥
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
テ
ー
マ
「
ビ
デ
オ
計
測
シ

ス
テ
ム
の
活
用
事
例
」

１
�
ビ
デ
オ
計
測
シ
ス
テ

ム
の
現
状
と
活
用

コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
よ
り

２
�
ビ
デ
オ
計
測
シ
ス
テ

ム
の
活
用
事
例

眼
鏡
店
よ

り
・
わ
た
し
は
ビ
デ
オ
計
測

シ
ス
テ
ム
を
こ
の
よ
う
に
使

っ
て
い
る
。

・
個
別
設
計
累
進
レ
ン
ズ

を
う
ま
く
合
わ
す
た
め
の
注

意
点３

�
わ
た
し
は
ビ
デ
オ
計

測
シ
ス
テ
ム
を
使
わ
ず
累
進

レ
ン
ズ
を
合
わ
せ
て
い
る
。

４
�
追
加
講
演
‥
「
フ
ィ

ッ
テ
ィ
ン
グ
が
狂
っ
た
と
き

の
問
題
点
」

５
�
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
‥
パ
ネ
ラ
ー

■
懇
親
会
‥
終
了
後
、
同

会
場
で
開
催
。

懇
親
会
参
加
費
�
２
０
０

０
円【

申
込
方
法
】申
込
み
は
、

下
記
事
務
局
宛
て
に
、
所
定

の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
５
月
１５
日

ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み

を
。
折
り
返
し
受
講
票
を
送

る
。■

問
い
合
わ
せ
先
‥
日
本

眼
鏡
学
会
事
務
局
�
０３
	
５

８
１
８
	
１
０
５
１

代
表
者
祭
文
は
片
山
敬
三
理
事
長（
写
真
左
）

総合卸

�株株 中中山山眼眼鏡鏡

おかち町
０３‐３８３４‐２５６１

天然素材の魅力を
べっ甲の美を求めて

べっ甲製品製造卸

〒５５０―００１５ 大阪市中央区南船場１―６―１５

ＴＥＬ ０６―６２６６―４７８７

追い切りタイムは
一つの目安だが…

競
馬
記
者
か
ら
聞
い
た
春
の
Ｇ
�
�秘
情
報

東東
京京
眼眼
鏡鏡
専専
門門
学学
校校

３１
人

キキ
クク
チチ
眼眼
鏡鏡
専専
門門
学学
校校

３２
人

目輝やかせ入学 明日の眼鏡師

畑田
校長「使う人の期待に応える」伊藤

校長「目標持ち様々な挑戦を」

東京眼鏡懇話会が物故者追善

供養と協賛者祈願成就の誓い
日
本
眼
鏡
学
会
第
１９
回
年
次
セ
ミ
ナ
ー
・
定
時
総
会

一一
人人
ひひ
とと
りり
にに
合合
わわ
すす
メメ
ガガ
ネネ
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リ
ー
ド
エ
グ
ジ
ビ
シ
ョ
ン

ジ
ャ
パ
ン
�株
（
石
積
忠
夫
社

長
）
主
催
で
日
本
最
大
級
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
展
「
第
３
回

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ワ
ー
ル
ド
・

春
」
（
第
２
回
国
際
ア
パ
レ

ル
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
・
春
、
第
２
回

国
際
バ
ッ
グ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
・
春
、

第
２
回
国
際
シ
ュ
ー
ズ
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
・
春
、第
１
回
Ｍ
Ｅ
Ｎ
’

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
・
春
―
国
際

メ
ン
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
展

―
）
が
４
月
１
日
か
ら
３
日

ま
で
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

西
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
同
展
は
、
昨
年
比
１

７
０
社
増
の
４
１
０
社
が
出

展
し
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
。

ア
ク
セ
サ
リ
ー
ゾ
ー
ン
で

は
、
�株
ク
ロ
ス
フ
ォ
ー
（
山

梨
県
甲
府
市
朝
気
１
―
２
―

６０
）
が
ダ
ン
シ
ン
グ
エ
ン
ジ

ェ
ル
の
委
託
で
の
取
り
引
き

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
業
界
活
性
化
＆

若
手
応
援
の
た
め
の
特
別
講

演
や
店
長
・
販
売
員
向
け
の

セ
ミ
ナ
ー
も
開
か
れ
た
。

昨
年
を
大
幅
に
上
回
る
多

数
の
バ
イ
ヤ
ー
・
仕
入
担
当

者
が
来
場
し
、
３
日
間
を
通

し
て
、
会
場
で
は
活
発
な
商

談
が
行
わ
れ
た
。

�上大勢の来場者でにぎわう会場�下アクセサリーゾーン

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日

本
七
宝
会
議
（
吉
村
英
子
理

事
長
）
は
４
月
８
日
午
後
４

時
３０
分
か
ら
上
野
公
園
の
上

野
の
森
美
術
館
で
「
第
２９
回

現
代
日
本
の
七
宝
」
展
並
び

に
「
第
２８
回
国
際
七
宝
ジ
ュ

エ
リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
・

入
賞
作
品
展
」
と
授
賞
式
を

開
催
し
た
。

★
第
２８
回
国
際
七
宝
ジ
ュ

エ
リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者

最
優
秀
賞
‥
Ｗ
ｕ
Ｇ
Ｈ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
（
台
湾
）
。
優
秀
賞
‥

Ｔ
ｚ
ｕ
Ｈ
ａ
ｎ
Ｆ
ａ
ｎ
ｇ

（
台
湾
）
・
天
沼
三
津
子
。

上
野
の
森
美
術
館
賞
‥
Ｓ
ｈ

ｅ
ｌ
ｌ
ｙ
Ｓ
ｈ
ｅ
ｎ
（
ア
メ

リ
カ
）
。
清
水
三
年
坂
美
術

館
賞
‥
Ｍ
ｉ
ｋ
ｈ
ｅ
ｉ
ｌ
Ｔ

ｓ
ａ
ｌ
ｋ
ａ
ｌ
ａ
ｍ
ａ
ｉ
ｎ

ｄ
ｚ
ｅ
（
Ｇ
ｅ
ｏ
ｒ
ｇ
ｉ

ａ
）
。
深
作
千
春
。
銀
粘
土

賞
‥
土
屋
昌
晴
・
菊
池
龍
・

檜
垣
正
子
。
異
素
材
ア
イ
デ

ア
賞
‥
早
坂
英
子
・
林
是
子

・
Ｈ
ｕ
ｎ
ｇ
Ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｎ
Ｃ

ｈ
ａ
ｎ
ｇ
（
台
湾
）
・
Ｈ
ａ

ｎ
‐
Ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｎ
Ｃ
ｈ
ｕ
ａ

ｎ
ｇ
（
台
湾
）
。
奨
励
賞
‥

飯
沼
彩
・
村
山
久
子
・
田
中

緑
・
田
谷
淑
子
・
安
永
マ
リ

子
・
木
所
和
子
・
菊
井
政
子

・
荒
谷
恭
子
・
中
村
洋
子
・

三
浦
康
子
・
堀
川
良
子
・
Ｗ

ｅ
ｎ
ｇ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｈ
ｕ
ｉ

（
台
湾
）。

「
第
２９
回
日
本
七
宝
会
議

賞
」田

谷
淑
子
・
広
田
愛
子
・

船
坂
節
子
・
小
林
敏
子
・
折

茂
恵
・
木
村
智
子
。

表
彰
の
後
、
松
山
香
代
子

（
日
芸
会
友
・
日
工
会
評
議

員
）
氏
に
よ
る
審
査
員
総
評

が
述
べ
ら
れ
、
次
に
授
賞
者

を
代
表
し
て
天
沼
三
津
子
さ

ん
が
謝
辞
を
述
べ
て
式
典
を

終
了
し
た
。

「第２８回 国際七宝ジュエリーコンテスト」最優秀賞はＷｕ
ＧＨＩＮＧ氏（台湾）の「Ａｌｉｋｅ Ｍｅｒｍａｉｄ」

熱気にあふれた４月例会

動
向

グ
リ
ー
ン
ト
ル
マ
リ
ン
と
ピ
ン
ク
ト
ル
マ
リ
ン
が
よ
く
売
れ
て
い

る
。
ど
ち
ら
も
カ
ッ
ト
の
良
い
も
の
、
質
の
良
い
も
の
を
中
心
に
、

色
は
淡
め
～
中
間
色
ぐ
ら
い
で
、
テ
リ
の
良
い
も
の
が
良
く
動
い
て
い
る
。

ま
た
、
モ
ル
ガ
ナ
イ
ト
も
ブ
ラ
ジ
ル
産
の
小
さ
め
の
も
の
（
０
・
５
～
２
ｃ
ｔ
ぐ

ら
い
）
で
、
色
が
濃
い
ピ
ン
ク
の
も
の
が
売
れ
て
い
る
。

売れ筋ベスト１０

�１ サファイア

�２ トパーズ

�３ トルマリン

�４ エメラルド

�５ モルガナイト

�６ アクアマリン

�７ トルコ石

�８ ガーネット

�９ ルビー

�１０ アメジスト

東
京
時
計
産
業
連
盟
（
涌

井
宏
昌
理
事
長
）
は
、
４
月

７
日
に
東
京
都
台
東
区
の
オ

ー
ラ
ム
地
下
１
階
で
４
月
例

会
を
開
い
た
。

涌
井
理
事
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
情
報
交
換
が
行
わ

れ
、
そ
の
中
の
バ
ー
ゼ
ル
ワ

ー
ル
ド
の
報
告
で
は
、
バ
ー

ヤ
―
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
以
来
の
少
な
さ
だ
っ
た
。

ま
た
、
３
月
２３
日
か
ら
２６

日
に
香
港
へ
の
市
場
調
査
報

告
で
は
、
主
要
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
街
に
中
国
人
の

お
客
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
１
～
２
月
の
商
戦

期
に
は
、
数
年
ぶ
り
の
マ
イ

ナ
ス
を
記
録
し
た
。
円
安
な

ど
で
中
国
人
が
日
本
に
来
た

影
響
で
は
。
日
本
も
現
在
は

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
る
が
、
本
来
の
販
売
を

し
っ
か
り
や
る
べ
き
で
は
な

い
か
―
と
報
告
し
た
。

続
く
会
員
ス
ピ
ー
チ
で

は
、
�株
天
賞
堂
の
新
本
代
表

取
締
役
が
、
同
社
の
歴
史
や

鉄
道
模
型
事
業
の
変
遷
を
話

し
た
。

＊２０１５年３月の店頭販売（数量伸び率比較）調べ資

料提供＝�株セレナ

�０３―３８３４―５３０７

３３月月のの色色石石ルルーースス

これが全出展社 ５月１３日～１５日 神戸国際展示場

第１９回 神神戸戸国国際際宝宝飾飾展展

東京時計産業連盟４月例会

香港の市場調査を報告

「第２９回現代日本の七宝」展

第２８回国際七宝ジュエリー
コンテスト入賞作品展開催

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況
回３第

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ワ
ー
ル
ド
・
春

リ
ー
ド
エ
グ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
主
催

「
日
本
最
大
級
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」展
に

昨
年
比
１
７
０
社
増
の
４
１
０
社
出
展

�����	�
������
� 	�（第三種郵便物認可）���
��
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